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ての提携g⊆Ⅳは  

なるファジー提携e5として表現できることからもファ  

ジーゲームは従来の特性関数形ゲームの拡張になって  

いることがわかる．   

ファジー満場・－・致ゲームはつぎのように定義される．   

定義 すべての五について土i＞0なる，あるファジー  

提携土＝（土1，‥．ふ）∈［0，1】Ⅳがあって，  

1．はじめに   

ファジーゲームは，プレイヤーの部分的協力を表現  

できるように従来の特性関数形ゲームを拡張したもの  

である．従来の特性関数形ゲームでは，提携ぶ⊆Ⅳ  

に含まれるプレイヤーは全員が完全な協力状態にある  

と仮定されているが，ファジーゲームにおいては，各  

プレイヤーは提携への参加レベルを選択することがで  

きる．   

ファジーゲームに対するコア（Aubinコア）はAubin  

（1974）によって定義され，近年も，従来の特性関数形  

ゲームのコアとの比較などの研究がなされている．コ  

アにおける各プレイヤーへの支払いが，プレイヤーの  

参加レベルに対する比例配分になっているという仮定  

が置かれていることが，このAubinコアの定義の特  

徴である．   

ところで，従来の特性関数形ゲームでは，満場▼▼・致  

ゲーム（unanimitygame）におけるコアは非空であ  

るとの結果が知られている．しかし，Branzeiet al．  

（2003）では，ファジー満場一一致ゲーム（ファジーゲー  

ムでの満場一致ゲーム）におけるAubinコアが空に  

なることがあると指摘されている．   

本稿では，これを踏まえ，ファジーゲームにおける  

配分集合，Aubinコアの・般化をおこない，新たにp－  

コアを定義する．さらに，ファジー満場∵一致ゲームに  

おいて，ある㌢コアは常に非空であることを示す・   

2．ファジーゲームとAubimのコア   

Ⅳ＝（1，2，…，m）をプレイヤーの集合とするとき  

5：＝（51，β2，…，βm）∈【0，11〃をファジー提携という・  

ここで，各要素βiは，プレイヤー宜が完全に協力す  

る場合をβ五＝1，まったく協力しない場合をβ吏＝0  

としてプレイヤーの提携への参加レベルを表してい  

る．ファジーゲームは，プレイヤーの集合Ⅳとすべ  

てのファジー提携に対して提携値を与えた特性関数  

γ‥【0，1】〃→Rの組〈Ⅳ，V〉で表される・また，すべ  

〈三  

ifβ£≧子亀bra11宜∈〃  

otherwise  
v（β）＝  

を満たすとき，℃をファジー満場・…・致ゲームという．こ  

こで，tは間借と呼ばれる．   

閥仲子を持つファジー満場一致ゲームを祝tと書く．   

Aubin（1974）は配分集合およびコアを以下のよう  

に定義した．  

坤）＝（ェ∈R〃l∑ヱi＝γ（e〃），ごi≧u（e五）∀乞∈Ⅳ）  

電∈」V  

C（γ）＝（∬∈坤）l∑5亀∬庵≧u（β）∀β∈【0，1】れ）  

i∈。Ⅳ  

コアにおける支払いが，参加レベルに対して比例配分  

になっていることに注意されたい．  

3．㌢コア   

Aubinコアの・・一・般化に際して，まずp（0）＝0かつ  

p（1）＝1となる［0，1】上の関数p：［0，1］→【0，1】を  

考える．α≦♭となる任意のα，わ∈【0，11に対して  

p（α）≦p（わ）が満たされるとき，pを単調であるとい  

い，単調なpの集合を『で表す．  

p（0）＝0，p（1）＝1，  
p：単調   

p‥【0川→【0，1］  p＝  
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ここで，pは部分的協力がなされたときの支払計画  

になっている．すなわち，プレイヤー宜が完全に協力  

をしたときごiだけ配分を得られるとき，このプレイ  

ヤーがβiの参加レベルで協力したときにp（βi）ェiだけ  

得られるとした支払計画になっている．   

こうした支払計画pを所与として，pに基づいたコ  

ア（㌢コア）を以下のように定義する．  

ここでは，ファジーゲームに対して定義されている  

Aubinコア以外のコアであるプロパーコアとクリスプ  

コアを取り上げ，前節までと同様pをf肌、て－－一般化を  

おこなう．   

β∈【0，1】〃に対しcαγ（β）＝（豆∈Ⅳlβ豆＞0）とす  

る．cαγ（β）≠〃のとき，5をプロパーファジー提携  

といい，プロパーファジー提携の集合をPダⅣで表す．  

ファジーゲームγのプロパーコアCP（γ），クリスプコ  

アCCr（γ）は各々以下のように定義される・  

q（ヰR〃  

∑。〃勘＝γ（e〃），  

∑i∈〃p（βi）ごi≧u（5）   

∀β∈【0，1】〃   

〈  

〈  

∑豆。〃勘＝可eⅣ），  
∑i。Ⅳ舅勘≧v（5）∀β∈タグ〃  

CP（γ）＝  ．∫・∈R〃  

Aubinコアはp（si）＝Siのときのp－コアになって  

いる．   

Aubinコアは支払いがプレイヤーの参加レベルに対  

して比例配分になっている場合のみを考えていたが，  

㌢コアは，より多くの形態の支払計画を考えることが  

できる．   

∑∈〃勘＝γ（e〃），  
∑i。ぶ芯豆≧γ（eg）∀g∈2〃   

、′、∈R〃  CCγ（u）＝  

プロパーコアではプロパーファジー提携においての  

み，クリスプコアではクリスプ提携e5においてのみ，  
提携安定性を考慮している・   

Aubinコアのときと同様に，プロパーT＞コア（昔（v），  

クリスプp－コアC芸r（t申ま以下のように‾‾‾一般化できる・  

ここに，二つの特徴的な支払計画を挙げる．一一つ日  

は，プレイヤーが完全に協力をおこなったときにのみ，  

すなわち5豆＝1のときにのみ配分エiを与えるもので，  

p‾とする．もう一つは，プレイヤーが協力しはじめた  

段階で，エj全額支払うというものである．これをp＋  

とする．   

p‾，p＋はそれぞれ以下のように表せる．  

〈  

∑。〃勘＝γ（e〃），  
∑i。Ⅳp（βi）ェ五≧γ（5）∀β∈Pダ〃  

Cぎ（γ）＝   £∈R〃  

andthecrispp－COre，i．e．，  

〈  

∑慮。〃勘＝γ（eⅣ），   
‘  

∑i∈5p（申i≧u（eg）∀β∈2〃   
、J、仁RⅣ  C芸r（u）＝  

brβi＝1  

brO≦βi＜1  

brO＜5i≦1  

brβi＝0  

Aubinコア，プロパーコア，クリスプコアと，各々  

を－－一般化したものについて以下の定理が成り立つこと  

を示した．   

定理 γをファジーゲームとする．  

（1）任意のp，〆∈Pに対して，p（α）≦〆（α）（∀α∈   

【0，1】）ならばq（γ）⊆C。車）かつ（昔（γ）⊆   

錯（り）・  

（2）任意のp∈Pに対してC。（v）⊆錯（γ）⊆CCγ（叶  

（3）q・（u）＝碍（γ）＝CCγ（叶  

4．ファジー満場一致ゲームにおける㌢コアの非空性   

前述の通り，ファジー満場－・一致ゲームにおけるAubin  

コアは空になる可能性がBran去eietal．（2003）で指摘  

されている．しかし，今回導入したp－コアの概念を用  

いれば，p＝p＋のときのファジー満場－－－・・・・致ゲームの  

コア（㌢コア）の非空性を示すことができる．   

定理 叫をプレイヤー集合Ⅳ＝（1，．．．，m）をもつファ  

ジー満場一一致ゲームとする．p＝p＋のとき，このファ  

ジ⊥満場・－・致ゲームの p－コアは非空である．すなわち，  

q＋（叫）≠¢が成り立つ・  

6．まとめ   

本稿では，支払計画に比例配分の仮定を課している  

Aubinコアを－一般化し，新たにp－コアを定義した．こ  

の㌢コアの概念を用いて，ファジー満場－・致ゲームに  

おけるp＋－コアの非空性を示した．また，同様にプロ  

パーコアとクリスプコアも・▲般化し，関係性を明らか  

にした．  5．プロパーコアとクリスプコアの一般化  
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